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凡例




これは現代文學論体系　第四卷「プロレタリア文學」（昭和二十九年二月二十五日　河出書房刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。








民衆藝術の技巧




大杉　榮







　ロメン・ロオランは其の「民衆劇論」の中に、グレトリイの「民衆音樂論」の一節を紹介して、グレトリイの言葉其儘を其の結論に採用してゐる。ついでに云つて置くが、グレトリイの此の「音樂論」と云ふのは、一七九五年十月、フランス革命政府の文部省令によつて國費で出版されたものである。

　ロメン・ロオランは云ふ。

　平民劇からは、そばで見たり聞いたりする爲めに作られたものは、總て排斥されなければならない。大きな線や大きな塊でなければならない。荒い調子を出さなければならない。箒で描いたやうなものでなければならない。

　複雜な心理や、精緻な情緖や、晦澁な象徴などの客間藝術や寢室藝術とは絕緣しなければならない。そんな藝術は、若し生き延びる事が出來るなら、舊時代の劇場の中に其のよぼよぼの生命を引きずつて行くがいゝ。吾々の間にゐて貰ふのは迷惑でもあり、厄介でもあり、滑稽でもある。

　吾々の平民劇は、大きな所作、大きな線で强く引かれた姿、單純な力强いリズムの單純感情でなければならない。畫架の繪ではいけない。室内の音樂ではいけない。壁畫でなければならない。交響樂でなければならない。

　僕はグレトリイの此の音樂論、及びロメン・ロオランの此の演劇論が、同時に又有らゆる民衆藝術の技巧上の根本的原則でなければならないと信ずる。民衆の生命其儘の現はれ方であると信ずる。




　僕の云ふ民衆とは平民勞働者である。其の現社會に於ける自己の地位、自己の使命、自己の力量を自覺した、新社會建設の中心人物たる平民勞働者である。

　民衆藝術とは此の平民勞働者の藝術である。此の平民勞働者が代表する新勃興階級の藝術である。其の「已むに已まれぬ表現である。其の言葉である。其の思想である。そして又、危機の際の自然の勢として、凋落しかゝつてゐる老衰した舊社會に對する鬪ひの一武器である。」

　民衆藝術は又此の平民勞働者の建設せんとする新しき世界の爲めの新しき藝術である。貴族の爲めのブウルジュアジイの爲めの、舊き社會の減亡と共に、其の頽敗し切つた藝術の減亡を意味するものである。社會の更生と共に藝術の更生を意味するものである。

　平民勞働者の成就せんとする革命は政治組織や經濟組織の革命ばかりではない。社會生活其者の革命である。人間生活其者の革命である。人間の思想と感情、及び其の表現の仕方の革命でもある。

　僕は平民勞働者の此の偉大な個人的及び社會的創造力を信ずる。

　僕が勞働運動に身を投じたのは、勞働者階級の奴隷的生活狀態に憤激した、謂はゆる人道的感情のみからではない。又社會學的若しくは經濟學的理由から、勞働者による現社會の根本的改革を信ずる、謂はゆる科學的知識のみからでない。又現社會の有らゆる重壓に對する、僕自身の敏感に伴ふ、謂はゆる反逆的木能のみからではない。




　僕は三年ばかり前に云つた。

「僕は、殊に最近の僕は、此等の諸理由によつてよりも更に他の一大理由によつて、勞働運動に引きつけられてゐる事を感じる。そして此の理由が最近の僕の勞働運動に對する態度を決定してゐるやうに思はれる。それはクロポトキンなどの著書によつても——殊に其の「相互扶助論」によつて旣に古くから僕の社會學的知識とはなつてゐたが、それが本當に僕の腦髄にも心臟にも深く浸み込んで來たのは、此の四五年以來の事である。卽ち僕は、勞働者の悲慘な生活に對する憐愍とか同情とかではなく、却つて其の生活の中に或る偉大な力を見出して、其の力を讃美し、又自らも其の力の中に同化して了ひたいと感ずるやうになつたのだ。」

「五年以前の二年半ばかりの獄中生活の間に、僕は少しくロシヤ文學に親しみを覺えて、トルストイ（若しくはダスタイエフスキイ）、トウルゲエニエフ、及びゴリキイの各々の對平民的態度に就いて、僕にとつて甚だ興味深かつた比較觀察をしたことがある。そして殊に僕は、トルストイやダスタイエフスキイが平民の溫順と忍辱とに、ゴリキイが平民の放恣と反抗とに各々の人生の眞理を認めたことに、最も興味深い對照を感じた。僕はトルストイやダスタイエフスキイと共に甚だ溫順の德を尊敬するものであるが、奴隷的境遇にあるものの忍辱は却つて甚だしき不德であると考へた。そして寧ろゴリキイの主人公の放恣と反抗とに强い同感を覺えた。」

「とにかく僕は、獄中に於ける此等の文學書の影響とその以前から續けてゐたセンディカリズムの硏究とによつて、勞働者の有する强烈な生活本能と、從つて又反抗本能と、及び其等の本能となつて現はれた結果の偉大な個人的及び社會的創造力に打たれたのだ。フランスのセンディカリスト等が、如何に刻苦して其の血と肉と骨とを以つて、自己及び自己の處をるべき小社會を築きあげて來たかに打たれたのだ。」

「遠いフランスの事ばかりではない。僕は旣に此の日本に於ても勞働者の此の力の事實を見てゐる。少くなくとも個人的に、斯くして自らを創造し來たつた勞働者を、少數ながら僕自身の周圍に見てゐる。僕は斯くの如き勞働者と共に更に社會的創造に入るべく勇敢なる少數者の一人たらん事を期してゐる。」




　更生は或る意味に於て其の原始に歸る事である。原始の精神に其の新しき出發點を置く事である。

　社會の更生は、其の社會の歷史的發達の間に生じた種々の迷行から、再び其の社會生成の原始的精神に立戾る事である。自由と平等と博愛とをモットオとして起ち、しかもあらゆる點に於て此のモットオを蹂躙する現社會は、其の更生と共に此の大精神に立戾らなければならない。




　平民勞働者は、先ず其の强烈な生活本能の復活によつて、人間としての更生の第一步を踏んだ。其の生活本能の行爲となつて現はれる前に橫はるあらゆる障碍物と鬪つた。放恣と見られるまでに、現社會の有らゆる道德的羈絆を脫して、其の生活本能の自由な奔放に身を任せた。

　ゴリキイの前期作物に現はれる主人公は多くは此の種の破壞的平民勞働者である。しかしゴリキイの此の平民勞働者はまだ自暴自棄的の分子を多量に持つてゐた。先きに言つた「現社會に於ける自己の地位、自己の使命、自己の力量を自覺した、新社會建設の中心人物たる平民勞働者」ではなかつた。とにかく彼等は自分の生活に自分の强い意志の大きな判をべた押しに押せばいゝのだと言ふ、目覺めた人間性を持つてゐた。此の人間性から始めて、撥剌とした生命が湧いて來る。創造の力が生れて來る。

　ゴリキイの後期作物の中に現はれる主人公は多くは此の種の創造的平民勞働者であつた。試みに『母』（若しくは『同志』）を見るがいゝ。彼等はそのより善き生活への本能的憧憬と活動とによつて、其の日々の膏血滴る生活と鬪爭との間に、自己と其の周圍との關係を自覺して、其の獨自の社會的智識と思想とを獲得した。彼等は其の獨自の科學、獨自の哲學、獨自の道德、獨自の個人的及び社會的生活を創造した。そして彼等は自ら築きあげて來た此の生活の中に、彼等自身の創造力と新社會建設の萌芽とを見出したのであつた。




　繰り返へして言ふ。

　民衆藝術とは此の平民勞働者の藝術である。此の平民勞働者の創造せんとする新しき世界の爲めの新しき藝術である。

　此の平民勞働者は今、舊社會及び其の一切の所產と絕緣して、新しき出發點の下に新しき生命を創造しつゝある。

　新しき生命は複雜な心理や、精緻な感情や、晦澁な象徴を持たない。大きな所作、大きな線で强く引かれた姿、單純な力强いリズムの單純感情、等で描いたやうな荒い調子、これが新しき生命其の儘の姿である。同時に又これが民衆藝術其の者の、從つて又其の技巧上の根本的原則でなければならない。

（大正七年七月）
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